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柔らかい・硬いなどの

印象を左右する要因は？

 1．背景

「僕は、お⺟さんの『いったよね？』が
⼤っ嫌い。いつだって、間違ってるのは、
僕だ。そして正しいお⺟さんの、憎らしい
ことったら。」

(井上よう⼦『どこかいきのバス』より)

3/26

「現在の我々―それもまたグローバルの視
点から⾒れば、極めて⼩さな点存在である
にもかかわらず、⼈間の常としてほとんど
論理的に、現在の我々がそこから決して離
脱できない性格のものである」

(村上陽⼀郎『科学史・科学哲学⼊⾨』より)

⇒



 2．⽬的 4/26

⽂章の柔らかさ・硬さの原因を明らかにする

⇒今回は「品詞の傾向」に着眼



◯「柔らかい｣｢硬い｣といった⽂の傾向を⽂章⽣成AIに

学習させ,⽂の硬さを調整する

⇒より作りたい⽂章に相応しい印象を持った⽂章を

 ⽣成することが可能に

 3．社会的意義

例)

⽂章を⽣成

従来より恋愛⼩説
らしい⽂体に！

恋愛小説
書いてほしい…

助動詞が◯％
連体詞が△％
形状詞が▢%…

図１ AIのイラスト
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印象を左右する要因:

品詞の傾向

 4．仮説 6/26

例)ミステリー⼩説 ⇒ 説明⼝調…接続詞や助詞が多くなる

  恋愛⼩説    ⇒ 会話⼝調…感動詞が多くなる



１. 各ジャンルの電⼦書籍を形態素解析ツール「MeCab」を

  利⽤して形態素解析する

２．ジャンルごとに含まれる品詞の出現頻度に有意差があるか

  検証し,各品詞の傾向を考察する

 5．実験⽅法 7/26

特定の品詞の出現頻度に

有意差が⾒られる

その品詞が⽂の印象を

左右していると考えられる
⇒



１. 形態素解析ツール「MeCab」を⽤いて,

以下の書籍の形態素解析を⾏う

 5．実験⽅法 8/26

〈ミステリー⼩説〉

 ・夏と花⽕と私の死体 ・銃とチョコレート

〈恋愛⼩説〉

 ・吉祥寺の朝⽇奈くん ・くちびるに歌を



1-1電⼦書籍の本⽂を

Google Docsに起こす

 5．実験⽅法

1-2⾃動読み取りに誤りが

無いか全⽂確認する

1-3 MeCabを利⽤し,

形態素解析を⾏う

表１ MeCabによる形態素解析
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1-4出⼒されたデータを

Google Sheetsに起こす

 5．実験⽅法

表２ MeCabで出⼒されたデータ 表３ スプレッドシートに起こしたデータ
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⇒



1-5品詞順に並び替え,

品詞の数を集計する
表３ スプレッドシートに起こしたデータ

 5．実験⽅法

表４ 品詞順に並び替えられたデータ
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⇒



 5．実験⽅法

表５ 集計されたデータ

12/26



 5．実験⽅法 13/26

表５ 集計されたデータ



 5．実験⽅法 14/26

表５ 集計されたデータ



⇒

2-1作品ごとに全単語あたりの

各品詞の割合を計算

 5．実験⽅法

2.有意差があるかχ⼆乗検定と残差分析を⽤いて検定する
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同ジャンル内の作品同⼠で

各品詞の割合を平均する

＜χ⼆乗検定＞

ある不規則な事象の出現頻
度が偶然なのかどうか検定
するもの

＜残差分析＞

単純な差ではなく,⺟数を
考慮して相対的に出現頻度
の差を分析したもの



⇒

2-1 全単語あたりの

各品詞の割合を計算

同ジャンル内の

作品同⼠で平均する

 5．実験⽅法

表６ 作品ごとの各品詞の割合
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 5．実験⽅法

図2 各品詞の割合の平均(左:ミステリー⼩説 右:恋愛⼩説)
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 5．実験⽅法 18/26

2-2 js-STAR_XRを⽤いて

χ⼆乗検定及び

残差分析を⾏う

①前項で算出した割合を

 1万倍にし,1万語あたりに

 出現する数に換算する

②⼩数第1位を四捨五⼊し,

 これを「実測値」として検定を⾏う。

①

②

表７ 割合の平均から実測値の算出



 6．実験結果 -χ⼆乗検定-
19/26

表８ χ⼆乗検定を⾏った結果 ミステリー⼩説

 接続詞,助動詞が有意に多い

恋愛⼩説

 名詞,補助記号が有意に多い

⽂の印象を左右する

品詞である

⇒



 6．実験結果 -残差分析-
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図3 残差分析を⾏った結果
(⻘:ミステリー⼩説 ⾚:恋愛⼩説)

恋愛⼩説により多く出現する
品詞が｢名詞｣｢補助記号｣のみ
だった

修飾語の役割を持つ｢形容詞｣
｢形状詞｣｢副詞｣は出現頻度の
差が⼩さかった

◯

◯



 7．考察  -χ⼆乗検定-

◯ミステリー⼩説 … 接続詞・助動詞が有意に多い

⇒⽂の順序や⽂法に重点を置いた構成である

◯恋愛⼩説  … 名詞・補助記号(!,?,…など)が有意に多い

⇒意味を伝えることに重点を置いた構成である
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 7．考察  -χ⼆乗検定-

⼩説内の会話には,⼝頭での会話と⽐べて間が少ない

特に少なかった｢感動詞-フィラー｣(⾔い淀み)が
影響し,感動詞には有意な差が出なかった。

⼩説内の⽂章では,主語や⽬的語などの助詞を伴う
表現を省略することが少ない

助詞には有意な差が出なかった。
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◯

◯

⇒

⇒



 7．考察  -残差分析-
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◯ミステリー⼩説は⽂法を意識した⽂章のため,様々な

 品詞が満遍なく使われている

⇒恋愛⼩説に多かった品詞がより強調された

◯修飾語はジャンルを問わず⽂を構成する際に必要になる

⇒形容詞,形状詞,副詞は出現頻度に差が出なかった



 8．結論 24/26

◯品詞の傾向は,⽂の印象を左右している

◯名詞などを多⽤し,意味を伝えることを重視した場合

⇒「柔らかい⽂章」になる

◯接続詞などを多⽤し,⽂の構成を重視した場合

⇒「硬い⽂章」になる



 9．展望

◯サンプル数や⽂章の種類を増やし,分析の精度を⾼める

◯品詞以外の要素にも注⽬した研究を⾏う

◯⽣成AIを⽤いて品詞の傾向を調整した⽂章を作成し,

 実際に印象が変化するか確かめる
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